
政
支
援
、
重
点
事
業
を
含
む
事

業
の
進
展
な
ど
合
併
効
果
は
大

き
く
出
て
い
る
。
今
後
も
効
果

を
確
認
し
な
が
ら
諸
課
題
に
取

り
組
む
。
②
方
針
に
変
化
は
な

い
。
③
法
律
改
正
で
来
年
度
か

ら
賦
課
さ
れ
な
く
な
る
。
④
市

民
要
望
を
踏
ま
え
花
壇
化
を
検

討
し
て
い
く
。
⑤
駅
舎
の
改
善

の
必
要
性
は
承
知
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

丁
目
の
「
は
な
み
ず
き
公
園
」

は
、
開
園
直
後
の
事
故
で
水
流

部
が
閉
鎖
さ
れ
今
日
に
至
っ
て

い
る
。
地
域
か
ら
花
壇
公
園
に

と
の
要
望
書
も
提
出
さ
れ
て
い

る
。
改
良
を
望
む
。
⑤
ひ
ば
り

ケ
丘
駅
は
今
後
２
カ
年
で
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
・
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

が
設
置
さ
れ
る
が
、
駅
舎
の
建

て
か
え
を
望
む
声
が
多
い
。
早

急
な
駅
舎
建
て
か
え
を
望
む
。

①
諸
経
費
の
削
減
と
財

来
年
に
基
本
構
想
を
ま
と
め
る
。

都
市
計
画
法
に
基
づ
く

都
市
計
画
の
基
本
方
針
、
い
わ

ゆ
る
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
そ
の
策
定
は
。

両
市
の
計
画
を
合
成
し

た
基
本
方
針
を
基
に
し
て
、
14

年
〜
15
年
の
２
年
を
か
け
て
、

市
民
参
加
で
策
定
す
る
。
重
点

事
業
を
14
年
に
、
地
域
別
計
画

を
15
年
に
策
定
す
る
。

高
齢
者
介
護
保
険
に
つ
い
て

介
護
保
険
料
は
納
め
た

が
施
設
に
入
所
で
き
な
い
な
ど

の
苦
情
が
あ
る
。

ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
以
上

の
施
設
は
整
え
ら
れ
て
い
る
。

と
め
方
、
懸
念
さ
れ
る
問
題
な

ど
教
育
委
員
会
の
見
解
を
問
う
。

説
明
会
を
開
催
し
て

き
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
も
予
定
し

て
い
る
。
運
営
連
絡
協
議
会
を

設
置
し
、
改
善
が
必
要
な
と
き

は
改
善
す
る
。
選
択
制
に
つ
い

て
は
通
学
の
し
や
す
さ
、
友
人

関
係
を
理
由
に
す
る
も
の
が
多

い
。
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新
市
誕
生
後
、
２
年
近

く
が
経
過
し
た
。
合
併
の
成
果

と
課
題
に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

合
併
の
選
択
は
正
し
か

っ
た
と
い
う
実
感
を
感
じ
て
い

た
だ
く
よ
う
努
力
す
る
。

ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
舎
の
改

築
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

周
辺
に
大
型
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建

設
さ
れ
る
。
計
画
戸
数
で
千
数

百
戸
、
ま
た
、
ひ
ば
り
が
丘
団

地
の
建
て
か
え
で
3
千
500
世
帯

の
団
地
と
な
り
、
将
来
的
に
約

6
千
世
帯
の
住
宅
が
ふ
え
る
予

定
で
あ
る
。
周
辺
の
交
通
対
策
、

環
境
対
策
を
問
う
。

15
、
16
年
で
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
整

備
と
駅
舎
改
修
を
行
う
。
駅
南

北
の
道
路
整
備
に
努
力
す
る
。

中
学
校
給
食
に
つ
い
て

弁
当
外
注
選
択
方
式
が
２
校
で

試
行
実
施
さ
れ
る
が
、
事
業
者

の
選
定
、
保
護
者
・
生
徒
へ
の

説
明
、
食
材
・
食
器
の
安
全
性
、

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
、
現
金
の
取

り
扱
い
な
ど
、
条
件
整
備
と
内

容
に
つ
い
て
問
う
。

学
校
選
択
制
の
実
施
に
つ
い

て
、
各
学
校
、
保
護
者
の
受
け

ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て
問
う

相
馬
　
和
弘
（
市
ク
）

合
併
効
果
を
検
証
し

充
実
し
た
西
東
京
市
へ

田
崎
　
敏
男
（
公
明
）

行
財
政
改
革
大
綱
の
民
間
委
託
は
撤
回
せ
よ

安
斉
　
慎
一
郎
（
共
産
）

溢
水
・
道
路
冠
水
地
域

改
修
こ
そ
早
期
に
行
え

朝
倉
　
文
男
（
共
産
）

は
な
バ
ス
、
教
育
、
公
共
用
地
の

有
効
利
用

新
井
　
五
郎
（
公
明
）

市
民
参
加
条
例
具
体
化

下
水
道
料
は
低
い
方
に

武
藤
　
朝
子
（
共
産
）

新
し
い
西
東
京
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て旧

両
市
の
一
体
的
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
新
市
建
設

計
画
の
実
施
は
急
が
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
進
捗
状
況
は
。

は
な
バ
ス
を
運
行
し
、

合
併
記
念
公
園
は
90
億
円
を
か

け
て
用
地
を
取
得
し
た
。
徐
々

に
そ
の
姿
が
見
え
て
く
る
。

新
市
建
設
計
画
の
早
期

実
施
と
あ
わ
せ
て
、
将
来
を
見

通
し
た
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
計

画
、
総
合
計
画
の
策
定
は
進
ん

で
い
る
か
。

新
市
建
設
計
画
に
新
し

い
ニ
ー
ズ
を
加
え
策
定
し
た
い
。

平
成
13
年
に
基
礎
調
査
、
人
口

調
査
、
子
ど
も
議
会
、
企
業
・

団
体
等
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、

新
市
建
設
計
画
の
早
期
実
施
を

渡
部
　
保
男
（
市
ク
）

住吉小学校（住吉町５丁目）

しらじ窪・保谷引揚者住宅跡地（新町1丁目）

はなみずき公園（ひばりが丘２丁目）

建設中のけやき小学校（芝久保町５丁目）

新
町
１
丁
目
の
し
ら
じ

窪
住
宅
跡
地
と
南
町
４
丁
目
旧

田
無
第
六
住
宅
跡
地
に
つ
い
て
、

市
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

し
ら
じ
窪
は
市
民
か
ら

要
望
が
あ
る
。
本
年
３
月
に
都

か
ら
取
得
の
照
会
を
受
け
、
庁

内
で
検
討
し
た
結
果
、
市
と
し

て
買
い
取
り
の
予
定
が
な
い
と

回
答
し
た
。
南
町
４
丁
目
は
検

討
の
結
果
、
貸
付
条
件
が
厳
し

い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
当
地
で

の
学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、

教
育
委
員
会
と
協
議
し
て
い
る
。

芝
久
保
２
丁
目
１
番
地

角
に
信
号
機
設
置
を
。
新
町
５

丁
目
の
境
橋
の
信
号
機
調
整
を
。

芝
久
保
２
丁
目
は
警
察

に
要
望
し
て
い
る
。
設
置
が
可

能
で
あ
れ
ば
都
の
公
安
委
員
会

に
上
申
す
る
。
境
橋
は
、
こ
れ

以
上
の
制
御
は
課
題
が
多
く
、

全
体
的
な
交
通
管
制
に
影
響
す

る
。
交
通
渋
滞
を
助
長
す
る
。

は
な
バ
ス
に
つ
い
て
、

バ
ス
停
へ
の
ベ
ン
チ
の
設
置
と

買
い
物
時
間
帯
の
増
便
を
。

乗
降
客
の
多
い
場
所
に

つ
い
て
は
検
討
し
て
い
く
。

公
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

増
員
と
小
さ
い
公
園
の
管
理
を
。

今
後
も
引
き
続
き
増
員

し
て
い
く
。
小
さ
い
公
園
は
雑

草
が
生
え
る
と
見
苦
し
く
な
る
。

十
分
注
意
し
て
い
く
。

学
校
選
択
制
と
小
学
校

低
学
年
教
室
に
網
戸
の
設
置
を
。

一
部
の
教
室
で
蚊
の
発

生
源
が
あ
っ
た
。
学
校
と
も
検

討
す
る
。

４
年
前
の
市
議
選
時
の

私
の
公
約
は
「
安
全
・
便
利
な

ま
ち
づ
く
り
を
」
で
、
お
約
束

に
「
市
内
溢
水
対
策
の
強
化
」

を
掲
げ
た
。

２
年
前
、
９
月
の
集
中
豪
雨

で
、
旧
両
市
の
溢
水
箇
所
は
41

カ
所
に
上
っ
た
。
合
併
し
て
何

カ
所
改
修
さ
れ
た
の
か
。

14
年
度
に
北
町
５
丁
目
、

健
光
園
（
田
無
町
５
丁
目
）、

白
子
川
改
修
を
実
施
。
15
年
度

は
健
光
園
、
白
子
川
の
改
修
と

ひ
ば
り
が
丘
４
丁
目
墓
地
周
辺

の
貯
留
槽
設
置
を
考
え
て
い
る
。

あ
の
集
中
豪
雨
で
、
田

無
だ
け
で
床
上
浸
水
が
９
件
、

床
下
浸
水
が
15
件
あ
っ
た
。
市

は
「
行
財
政
改
革
大
綱
」
で
国

保
料
、
下
水
道
料
、
保
育
料
な

ど
を
何
年
に
見
直
す
（
上
げ

る
）
と
し
て
い
る
が
、
こ
う
し

た
溢
水
地
域
の
改
修
こ
そ
、
集

中
的
、
計
画
的
に
行
う
べ
き
だ
。

上
向
台
地
区
会
館
が
来

年
１
月
８
日
に
開
館
す
る
が
娯

楽
設
備
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

囲
碁
、
将
棋
、
ビ
デ
オ

が
見
ら
れ
る
テ
レ
ビ
が
つ
く
。

市
民
説
明
会
で
カ
ラ
オ

ケ
セ
ッ
ト
や
印
刷
機
、
調
理
室

な
ど
の
要
望
が
あ
っ
た
は
ず
だ
。

開
館
後
も
要
望
に
こ
た
え
よ
。

市
役
所
通
り
商
店
会
の

交
通
規
制
が
必
要
だ
。
市
道
の

拡
幅
、
整
備
も
市
民
の
強
い
要

望
だ
。
ど
う
進
め
る
の
か
。

公
民
館
か
ら
西
北
に
抜

け
る
道
路
は
15
年
度
末
に
完
成

予
定
。
整
備
計
画
を
つ
く
る
。

長
室
に
つ
い
て
問
う
。

条
例
を
尊
重
し
行
う
。

①
田
無
庁
舎
１
階
に
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
す
る
②
原
則

公
開
③
社
会
教
育
法
に
よ
り
選

出
。
公
募
は
し
な
い
④
大
い
に

活
用
す
る
⑤
常
時
オ
ー
プ
ン
に

し
て
い
る
。

現
在
、
下
水
道
料
の
見

直
し
を
審
議
中
だ
が
、
不
況
の

中
、
低
い
田
無
に
合
わ
せ
よ
。

審
議
会
の
答
申
を
尊
重
。

市
民
要
求
の
高
い
生
活

道
路
の
整
備
計
画
と
危
険
な
道

路
の
改
修
計
画
に
つ
い
て
問
う
。

市
道
全
体
を
調
査
中
で
、

順
次
整
備
し
、
危
険
箇
所
は
早

期
に
改
修
す
る
。

調
布
市
立
調
和
小
新
校

舎
で
「
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群
」

に
よ
り
、
児
童
の
健
康
被
害
が

出
た
。
け
や
き
小
建
築
材
料
の

安
全
性
の
確
認
は
大
丈
夫
か
。

安
全
性
を
確
認
す
る
。

市
民
参
加
条
例
の
基
本

原
則
は（
１
）す
べ
て
の
市
民
が

参
加
で
き
る（
２
）市
民
の
自
主

性
を
尊
重
し
て
行
う（
３
）市
民

と
市
が
対
等
の
立
場
で
お
互
い

の
役
割
を
理
解
し
、
尊
重
し
な

が
ら
行
う（
４
）市
民
と
市
と
の

情
報
の
共
有
に
よ
り
行
う
と
、

大
変
す
ば
ら
し
い
が
、
具
体
化

に
つ
い
て
問
う
。
①
情
報
公

開
・
提
供
の
充
実
②
審
議
会
等

の
公
開
③
社
会
教
育
委
員
、
公

民
館
運
営
審
議
会
委
員
の
市
民

公
募
の
実
施
は
④
市
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
市
民
意
見
提
出
手

続
制
度
⑤
市
民
に
開
か
れ
た
市

合
併
効
果
を
検
証
す
れ

ば
年
々
そ
の
効
果
は
歴
然
と
な

る
は
ず
だ
。
今
後
の
市
長
の
信

念
と
毅
然
た
る
か
じ
取
り
を
期

待
す
る
。
①
新
市
建
設
計
画
は

個
々
の
事
業
額
に
相
違
が
出
て

い
る
が
、
合
併
初
年
度
か
ら
の

事
後
検
証
が
大
事
だ
。
考
え
を

問
う
。
②
合
併
時
「
サ
ー
ビ
ス

は
高
い
方
へ
負
担
は
低
い
方

へ
」
の
認
識
だ
っ
た
。
今
後
も

こ
の
理
念
で
い
く
の
か
。
③
市

民
が
道
路
用
地
売
却
で
得
る
一

時
所
得
に
国
保
料
が
か
か
る
不

合
理
は
、
法
律
改
正
で
是
正
さ

れ
る
の
か
。
④
ひ
ば
り
が
丘
２

し
た
」「
調
理
員
の
研
修
は
、
学

校
給
食
協
会
が
行
っ
て
い
る
研

修
を
受
け
さ
せ
て
い
る
。
現
場

で
教
育
す
る
の
が
主
に
な
る
が
、

年
内
に
会
社
で
研
修
を
数
回
行

う
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
が

プ
ロ
集
団
か
。
子
ど
も
を
犠
牲

に
し
て
、
受
託
業
者
を
行
政
が

教
育
し
て
い
る
。
こ
れ
が
民
間

委
託
の
実
態
だ
。

旧
田
無
地
域
の
各
小
学
校
で

行
っ
た
説
明
会
で
、
栄
小
学
校

の
実
態
は
報
告
し
た
の
か
。

説
明
し
て
い
な
い
。

住
吉
小
学
校
の
運
営
協

議
会
だ
よ
り
に
も
「
昨
年
、
民

間
委
託
に
な
っ
た
当
初
は
、
子

ど
も
が
『
お
い
し
く
な
い
』
な

ど
と
言
っ
て
い
た
」
と
あ
る
。

旧
保
谷
で
最
初
に
民
間
委
託
し

た
と
き
は
、
救
急
絆
創
膏
な
ど

が
混
入
し
た
。
必
ず
問
題
が
起

き
る
の
で
は
な
い
か
。
民
間
委

託
は
や
め
よ
。

９
月
か
ら
栄
小
学
校
給

食
の
民
間
委
託
が
行
わ
れ
て
い

る
。
10
月
23
日
付
の
学
校
給
食

運
営
協
議
会
だ
よ
り
で
、
保
護

者
は
「
子
ど
も
た
ち
に
聞
い
て

み
る
と
、
大
好
き
な
カ
レ
ー
は

味
が
薄
い
、
水
っ
ぽ
く
て
お
い

し
く
な
い
。
夏
、
牛
乳
が
ぬ
る

か
っ
た
り
、
麺
類
が
伸
び
て
し

ま
っ
て
い
た
り
」
と
言
っ
て
い

る
。
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
は
何

か
。

非
常
に
安
い
、
柔
軟

対
応
、
プ
ロ
集
団
で
即
戦
力
。

受
託
業
者
は
「
ス
タ
ー

ト
時
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
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